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Ethambutol感 受 性 に よ りMycobacterium malmoenseを

Mycobacterium nonchromogenicumか ら区 別 す る 方 法
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Mycobacterium malmoense strains are resistant to 1,ug/ml ethambutol in Ogawa 

egg medium,whereas Mycobacterium nonchromogenicum strains are susceptible to this 

concentration.Therefore, these two Group III nonphotochromogens are differentiated 

clearly from each other by the susceptibility test for ethambutol1,ug/ml.Ninty-five

% of Mycobacterium avium complex strains are resistant to this concentration, while M. 

nonchromogenicum strains are susceptible.Therefore, the test serves for differentiating 

M. nonchromogenicum from M.avium complex.

Previously,Tsukamura(Kekkaku 45:237,1970)reported that pathogenic and non

pathogenic mycobacteria of Group II and Group III are differentiated by the susceptibility 

test to ethambutol,5ƒÊg/ml.However,the use of Ogawa egg medium containing1ƒÊg/ml 

ethambutol is superior to that of 5ƒÊg/ml ethambutol for differentiating pathogenic and 

nonpathogenic ones of the Group III.
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緒 言

Mycobacterium mnalmnoenseは,Schr6der&Ju-

hlin1)に よ り,Mycoうacterium aviume complexと

区 別 で き るGroupIIInonphotochromogensの 病 源

性 抗 酸 菌 と し て 報 告 さ れ た が,続 い て のJenkins&

Tsukamura2)の 研 究 に よ り,M.avium complexと

Mycobacterium nonchromogenicum-M.terrae－

M.triviale complexと の 中 間 の 性 状 を示 す こ と が 明

らか に され,こ れ ら との 区別 点 が報 告 され た。 しか しな

が ら,M.aviumn complexとM.malmeoenseの 区 別

は,Tween80水 解(14日 後),β －esterase,acetate

のC源 と して の利 用(NH4-N存 在 下)な ど に よ り,

比較 的明 瞭 に可 能 であ った が,M.nonchromnogenicum
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と の区 別 は,必 ず し も明 確 にで きな か った。 もち ろ ん,

ethambutol5μg/ml感 受性,acid phosphataseな ど

の組 み 合 わ せ に よ っ て 鑑 別 可 能 で あ った が,単 一 反 応

に よ る区 別 は不 可 能 で あ っ た3)。 わ れ わ れ は,今 回,

ethambutol1μg/ml感 受 性 テ ス トに よ り,こ れ が可

能 で あ る こ とを 見 出 した。

方 法

M.avium complex64株,M.nonchromogeni-

cum20株,M.malmeoense11株 を 使 用 し た。 前2者

は,わ れ わ れ の研 究 室 で分 離 同 定 した もの を使 用 し,M.

malmoenseは,P.A.Jenkins博 士(Mycobacte-

rium Reference Laboratory,University of South

 Wales,Cardiff,UK)か ら受 領 した株 を使 用 した 。

「1%小川培地」で,Fig.に 示 した濃度のEthambuto1

(EB)を 含む培地を作った。EBは 滅菌前に添加 し,165

×16.5mmの 試験管に7mlず つ分注 し,90℃60分 滅

菌 して斜面とした。菌株は,「1%小 川培地」に37℃10

日間培養 し,湿 菌量1Omg/mlの 菌液を作った(0.1%

Tween80水 溶 液に浮遊)。 この0.02mlず つ を渦巻白

金耳で,上 記のEB培 地 に接種し,37℃14日 培 養後,

完全発育阻止を起こした最小濃度(MIC)を 測定 した。

時に痕跡的発育がみられることがあったが,こ れは発育

阻止とみなした。対照培地では,常 に豊富な菌膜状発育

がみられたので,培 地の一部に極少量の痕跡的発育がみ

られた場合は,事 実上の発育阻止 と考えられたからであ

る。

成績および考察

成 績 をFig.に 示 す 。M.nonchromogenicumは

全 株 がEBO.4μg/mlで 発 育 を 阻 止 さ れ た が,M.

malmoenseは,全 株 がEBO.8μg/mlに 発 育 した 。

M.malmoenseに 対す るEBのMICは1.6～25μg/m

lで あ っ た 。M.avium complexに 対 す るEBのMIC

は,0.8～>50μg/mlで あ っ た。EBO.8μg/mlで 発 育

阻止 さ れ た の は,64株 中3株(5%)だ けで あ り,残 り

の95%の 株 は,EBO.8μg/ml培 地 に発 育 した。

以 上 の成 績 か ら,EB1μg/ml培 地 で 感 受 性 テ ス トを

行 う と,M.nonchromnogenicumは,全 部 が 発育 しな

い の に対 し,M.malmoenseは,全 株 が 発育 す るの で,

両 者 を区 別 で き る。

前 に,東 村4)は,EB5μg/ml感 受 性 試 験 に よ り,

GroupIIお よ びGroupIIIの 病 源 菌 と非 病 源 菌 を 区

別 で き る こ と を 報 告 した 。M.avium complex,M.

xenopiお よ びM.scrofulaceumは,EB5μg/ml耐

性 で あ っ たが,.M.nonchromogenicum complex,

M.gastriお よ びM.gordonae(tap water scoto-

chromogens)は 感 受 性 で あ っ た 。そ の 後,.M.szulgai

Fig.Comparison of the minimal inhibitory con

centrations of ethambutol against 11 strains of 

Mycobacterium malmoense,20 strains of Myco

bacterium nonchromogenicum,and 64 strains of 

Mycobacterium avium complex.

The susceptibility testing was made using Oga

wa egg medium.A 0.02ml-sample of the bacte

rial suspensions,10 mg wet weight per ml,pre

pared from 1U day-old cultures of test strains 

was inoculated on each medium containing eth

ambutol or containing no drug,and the minimal 

inhibitory concentrations were determined after 

incubation at 37•Ž for 14 days.

が病源菌であるにもかかわらず,例 外的にEB5μg/ml

感 受性であることが分かったが5),上 記の所見は変わら

ない。

そ の 後,.M.malmoenseが 発 見 され,こ れ もた い が

いEB5μg/ml耐 性 と 認 め られ た が2),そ の後,M.

malmoenseはM.avium complexよ り もや やEB感

受 性 であ る こ とが 分 か っ たの で3),今 回,こ の 実験 を行 っ

た 。 そ の 結 果 は,M.malmeoenseとGroup皿 の 非 病

源 菌M.nonchromogenicumnを 区 別 す る に は,EB1

μg/ml培 地 を 用 い る方 が よ い こ とが 分 か った。 ま た,

M.nonchromnogenicumと.M.avium ncomplexを 区

別 す る た め に も,EB1μg/ml培 地 の 方 が よ い と考 え ら

れ る。
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M.malmoenseをM.nonchromogenicumか ら区

別 す るた め に は,Ethambutol1μg/mlを 含 有 す る 「1

%小 川 培 地 」 を 用 い る とよ い。 前 者 は,こ の培 地 に発 育

し,後 者 は発育 しな い。 ま た,.M.nonchromogenicum

をM.avium complexか ら区 別 す るた め に も,こ の培

地 の 方 が,Ethambuto15μg/ml培 地 よ り も す ぐれ て

い る。M.nonchromogenicumは,全 株 が発 育 しな い

が,M.avium complexの 株 は,95%ま で が,こ れ に

発 育 す る。
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